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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、実験の手法を用いて、政治情報への接触過程において、メディアに対
する信頼度の高い日本人と、メディア不信が強いアメリカ人の違いを明らかにすることを目的としていた。2019
年度に主要な実験を実施した。収集したデータを基に多面的な分析を行い、それらの結果を2020年度から2023年
度にかけて国内外の学会で発表し、研究成果を広く公開した。学会で得たコメントを踏まえて学術論文をまと
め、国際ジャーナルに投稿し、査読プロセスを経ている。また、一部の研究結果を博士論文にまとめた。以上の
実証結果を基に理論の再構築を試み、論文にまとめた。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed to clarify the differences between Japanese, who
 have high trust in media, and Americans, who have relatively low media trust, in the process of 
political information exposure using experimental methods. Major experiments were conducted in 2019.
 The collected data were analyzed from multiple perspectives, and the results were presented at 
domestic and international conferences from 2020 to 2023, widely disseminating the research 
findings. Based on the feedback from these conferences, academic papers were compiled and submitted 
to international journals, currently undergoing the peer review process. Additionally, some of the 
research results were incorporated into my doctoral dissertation. Based on these empirical results, 
theoretical reconstructions were attempted and summarized in a paper.

研究分野： 政治コミュニケーション
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの政治情報への接触過程に関する研究は、主にアメリカを対象としていたが、本研究は、メディアの信
頼度が低いアメリカとは対照的な日本を事例に、多角的かつ体系的なデータ分析を行った。その結果、本研究
は、政治コミュニケーション研究に新たな一般的知見を提供している。また、メディアへの信頼が政治情報への
接触過程に与える影響を解明することにより、メディアへの信頼が低下した場合の政治的・社会的影響を明らか
にし、メディアの信頼回復やポスト真実時代への対応に対する提言を行うという実践的な貢献もしている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
有権者の投票行動に対してメディアがどのような効果を持つかという問いは、政治コミュニケ
ーション分野の古典的で現在においても重要な命題である。この問いに対する答えは研究の進
展とともに変容してきたが、とりわけ Lazarsfeld, Berelson, & Gaudet（1948）とKlapper（1960）
に代表される「限定効果論」によるパラダイム転換以降は、メディアが人々に与える影響は「限
定的なものである」という観点が広く受け入れられていた。この観点を支える重要な仮説の一つ
が「選択的接触（selective exposure）」である。つまり、人々はすべてのメディアコンテンツに
均等に接触するのではなく、自分の既存の信念や態度に合ったメディアコンテンツにのみ接触
する傾向がある。  
 
しかし、選択的接触という仮説に関するこれまでの研究は、主にメディアへの不信感が高いア
メリカを対象にしてきた。一方で、国際世論調査によると、日本人は他国の人々よりもメディア
を信頼する傾向がある。このような背景を踏まえ、本研究は、政治情報への接触過程において、
メディアに対する信頼度が高い日本人と、メディア不信が強いアメリカ人の違いを明らかにす
ることを目的として開始した。 
 
２．研究の目的 
 
上記の議論を踏まえ、本研究の目的は、政治情報への接触過程において、メディアに対する信
頼度が高い日本人と、メディア不信が強いアメリカ人の違いを明らかにすることである。 
 
本研究の独自性・創造性は、アメリカと対照的にメディアへの信頼感が高い日本のケースを精
緻に分析することで、先行研究の問題点を解決しようとする点にある。これまでの先行研究は主
にアメリカで行われてきたが、メディアへの不信感が高いアメリカのデータから導かれた知見
をそのまま日本に適用することには問題がある。本研究は、メディア報道への接触行動における
日本人とアメリカ人の相違を解明することで、研究領域に新しい一般的な知見を提供すること
ができる。  
 
さらに、人々の情報に対する接触行動を直接観察し、精緻に測定することも本研究の特色であ
る。人の情報接触を測定するために、多くの先行研究では自己報告の手法を使用してきた。しか
し、自己報告には記憶の歪みがあるため、その手法の妥当性には長年にわたって批判がある（例：
Sears & Freedman, 1967）。本研究では、実験の技術を利用することで、メディア報道に対する
接触行動を直接かつ正確に測定し、従来の手法を大きく改善することができる。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、主に実験の手法を用いて行った。実験の参加者は、調査会社を通して年齢・性別の
バランスを考慮し、日本人 1200人程度をリクルートした。実験では、参加者に研究者が作成し
た擬似ニュースサイトにアクセスしてもらい、そこに掲載した複数の政治争点に関連する新聞
記事を自由に選んで閲覧してもらった。新聞記事のタイトルと要約が表示されるホームページ
での視線停留時間、そして記事の選択と閲覧時間をソフトウェアにより記録した。さらに、この
実験は、以前にアメリカで実施した実験をレプリケートする形式で行った。そのため、日本人の
政治情報に対する接触行動を精緻に分析することができ、その上で、アメリカ人の情報接触行動
と比較することも可能となった。 
 
４．研究成果 
  
本研究からは、主に以下の三つの知見が得られた。 
 
一つ目は、アメリカ人参加者と比べて、日本人参加者は、自らの態度と一致している政治情報
を好んで積極的に接触し、自らの態度と相容れない政治情報への接触を避けるという選択的接
触傾向がより不顕著であることが明らかになった。特に、自らの態度と一致している新聞記事に
対する閲覧時間と自らの態度と一致していない新聞記事に対する閲覧時間を比較したところ、
日本人も自らの態度と一致している新聞記事をより長く読む傾向が見られたが、その程度はア
メリカ人ほど顕著ではなかった。 
 
二つ目は、メディアへの信頼度が人の政治情報に対する選択的接触傾向と負の関係にあること
がわかった。すなわち、メディアを信頼すればするほど、選択的接触の傾向がより弱いことが検



証された。 
 
三つ目は、メディアへの信頼度が人の政治情報への接触行動に与える影響が、人の敵対的メデ
ィア認知を通じて働くというメカニズムが示唆された。人の認知を考慮に入れて分析したとこ
ろ、敵対的メディア認知が重要な役割を果たしていることが明らかになった。メディアへの不信
が強くなると、敵対的メディア認知が高まり、それにより、自らの態度と一致している情報を信
じる傾向が強くなる。結果として、選択的接触の傾向も顕著になった。 
 
本研究課題の実施中、世界的なパンデミックが発生し、研究の遂行にも大きな影響を与えた。
しかし、研究者は収集したデータを基に多面的な分析を行い、その結果を 2020 年度から 2023
年度にかけて、日本選挙学会、日本社会心理学会、国際コミュニケーション学会、国際心理学会
などの国内外の学会で発表した。パンデミックにもかかわらず、研究成果を広く公開することに
努めた。また、学会で得られたコメントを踏まえて学術論文にまとめ、国際ジャーナルに投稿し、
査読プロセスを経ている。さらに、一部の研究結果を研究者の博士論文にまとめ、博士論文を完
成させた。実証結果を踏まえ、メディアシステム、メディア信頼、個人の認知や情報接触行動に
重点を置いた理論構築を試み、論文にまとめた。データの収集から実証分析や理論の再構築に至
り、本研究課題を成し遂げたと言える。 
 
本研究はいくつかの重要な社会的意義を持つ。まず、メディアの信頼回復に向けた施策の提言

に繋がる。メディアへの信頼が低下することで選択的接触の傾向が強まるという本研究の知見

は、メディア企業や報道機関に対して信頼性の向上を図るための具体的な指針を提供する。透明

性の確保、報道の正確性の向上、ジャーナリストの倫理教育の強化など、信頼回復に向けた取り

組みが重要である。 

 

また、メディアリテラシー教育の強化にも寄与する。本研究は、情報の多様性を尊重し、自分

の意見と異なる情報にもアクセスする能力を育てるというメディアリテラシー教育の重要性を

再認識させた。自らの情報接触行動を見直し、異質な意見にも意識的に接触することで、政治的

分極化を緩和し、健全な民主主義の実現に寄与することが期待される。 
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